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静岡福祉大学子ども学部子ども学科
小林ゼミ、菅井ゼミ

小林 広昭 菅井 篤
発表学生 柴﨑透馬 深津和馬

原圭吾 岩本京弥

大学生による放課後学習支援活動
大学生と学ぼう！

「藤枝子どもみらい塾」
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研究の目的・内容
【目的】

大学生による小学生への放課後学習の場を設定し、
実施することによる小学生、大学生への効果を検証する。
【内容】

10月から12月にかけての毎週金曜日15時から17時
まで、BiViキャンにおいて、小学生への学習支援の場、「藤
枝子どもみらい塾」を開催した。

小学生への学習支援として、国語・算数の2教科につい
て宿題や学習内容についての支援、学校とは別に興味の
ある国語・算数に関わるプリント学習など、大学生から小学
生への支援を行った。
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研究の成果
（1）当初の計画

令和6年10月～12月の金曜日15時から17時
10回程度

（2）実際の内容（A）とその理由
A：会場の都合で次の9回実施

10月4日、11日、25日 11月8日、15日、29日
12月6日、13日、20日

（3）実績・成果と課題
①参加児童実績
10月4日、11日については、児童向けのチラシが配布

されていない関係で大学職員の子が2名ずつ参加。
学生は、3名、5名参加。
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活動の様子
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学校学年別参加人数

合計６年生５年生４年生３年生２年生１年生

2012224青島小学校

102431青島東小学校

61113大洲小学校

22岡部小学校

211高洲小学校

911223高洲南小学校

211葉梨小学校

22藤枝小学校

22藤枝中央小学
校

110藤岡小学校

5611577719合計
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学校別参加回数人数

合計７回６回５回４回３回２回１回

202212310青島小学校

102143青島東小学校

6114大洲小学校

22岡部小学校

22高洲小学校

91134高洲南小学校

22葉梨小学校

211藤枝小学校

22藤枝中央小学
校

11藤岡小学校

56333551423合計
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学年別参加回数人数

合計７回６回５回４回３回２回１回

19113356１年生

711131２年生

711122３年生

711113４年生

152211５年生

11６年生

56333551423合計

7



2025/3/14

8

学校開催日別参加人数

合計12／2012／1312／611／2911／1511／810／24

586586101112青島小学校

246312336青島東小学校

172114135大洲小学校

22岡部小学校

22高洲小学校

212242344高洲南小学校

4121葉梨小学校

3111藤枝小学校

82222藤枝中央小学校

11藤岡小学校

14019131617202431合計
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参加児童のアンケート結果

参加児童29名より次の項目について1〜5段階で評価して
もらった結果
①おもしろかったですか。 1人以外、4か5を選択 平均4.6 
②勉強できましたか。 全員、4か5を選択 平均4.6 
③また来たいと思いますか。 2人以外、4か5を選択 平均

4.6 
感じたこととして
○おもしろいこととむずかしかったことがあった。
○いつも来るのが楽しみ。
○大学生の教え方がわかりやすい。
○家より勉強できた。
○勉強に集中できる。 等の記述があった。
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開催日別学生参加数

計12／2012／1312／611／2911／1511／810／2510／1110／4

617115876953

学生学年別男女参加数

合計４年３年２年

13265男

4022女

17287合計
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学生アンケート結果
○学校体験活動や教育実習とは違った子どもたちの様子に

触れることができた。
○様々な学年の子のつまずきと対応について学ぶことができ

た。
○プリントの内容や取り組ませ方から子どもの意欲を高める

ことについて学ぶことができた。
○各学校学年ごとの宿題を見ることができ、学ぶことが多か

った。
○内容が違うことに取り組んでいる子に対応するのがむず

かしいと思い、勉強になった。
○子どもと接する場が増えた。
※参加した学生は、機会があればまた参加したいと考えてい

る。
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地域・保護者からの評価

○大学生が見てくれることで、家で取り組むより
一生懸命に取り組める。

○一緒に取り組んでいる子がいるため、集中す
ることができる。

○費用がかからないで子どもたちが学べる場
があることはよいことだ。

○小学生が大学生と一緒に楽しんでいる様子
を見て、どちらにとってもよい学びがあると
思うので、このような場は大切にしてほしい。
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考察
【児童】
○それぞれやっていることは違っても、参加している子ど
もたちが、集中して取り組むことで、家よりも効果的に学
習することができている。

○大学生から支援してもらえることで、学習にスムースに
取り組め、結果として学習への意欲も向上した。

○同じプリントに取り組むことで、違う学校、異学年の交
流も生まれた。

【大学生】
○子ども1人1人に合わせた支援を考え、実践することが
できる。

○学校外での子どもの様子について知ることができる。
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考察
【参加児童の保護者】

○いつもと違う学ぶ場があり、子どもを預け
ることで、他のことに時間を割くことができる。

放課後学習支援活動を行うことによって、
児童も大学生もお互いに学ぶことが多く、効
果があると考えられる。また、保護者にもメ
リットがあると考えられる。
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市への提言
(１)子どもの放課後の学習支援、

居場所づくりが、「こども 子
育てに優しいまちづくり」に必
要である。

(２)教員不足解消に向けて必要
な活動である。
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今後の改善点や対策
〇子どもの興味・関心を高め、ニーズに応え
るプリントやコンテンツを工夫する。

〇参加しやすいように金曜日実施⇒
水曜日実施

〇継続を望む声が多かったので、一年を通
じて実施していきたい。これについては、次
年度、大学の研究企画として実施していく
方向を検討している。

〇学生の人材確保 参加学生が少ない日が
あったため、できるだけ学生が参加しやす
いよう大学の時間割を工夫する。
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子どもたちが夢中になったプリント
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